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ＪＣＡＤ３号機の通信途絶について

１．状況
 海洋科学技術センター（理事⻑ 平野 拓也）のＪＣＡＤ（氷海観測⽤⼩型漂流ブ
イ）３号機（平成１３年４⽉８⽇、北緯８９度３４分、東経８２度５１分に設置︓添
付図１）は、平成１３年５⽉６⽇１８時（世界標準時間）（北緯８９度１７分、東経
５度４分）の観測データより、海氷上に設置されている本機の傾きを計測している傾
斜計の値が増加し始め、このときを境にメインシステムの衛星通 信装置（オーブコ
ム）からのデータ送信が途絶えました。

２．原因
 バックアップシステムの衛星通信装置(アルゴス)からのデータ送信の内、海洋観測デ
ータは送られて来てないものの、気象観測データ及びブイ状態監視データは送信され
て来ているため、監視を続けていましたが、傾斜計の値が増加し続けていることから
推定すると、本機を設置している海氷が、リッジ（海氷が衝突して隆起する現象のこ
とをリッジと呼びます。）となり、本機もこの中に取り込まれてしまったために、オ
ーブコムアンテナ及び⽔中ケーブルが何らかの損傷を受けている可能性が⾼いものと
考えられます。

３．今後の予定
 本機が設置されている場所は、現在の状況ではリッジがあり海氷状況も悪いものと
考えられることや夏場に向けて海氷表⾯ が緩むことから、本機の回収作業を⾏うには
砕氷船が必要と考えております。また、本機の現況を画像に捉えるにしても、本機が
⼩型であるため衛星画像では特定できないことや、航空機によって上空から撮影する
にしても、現在位 置が北極点であるため距離的に遠く難しいのが現状です。
 今後、送られて来る気象観測データについては、継続して取得し、国際北極ブイ計
画に対して継続配信するとともに、これまでに本機で得られた海洋観測データについ
ては、昨年北極点に設置し、北緯６８度まで南下して観測することができたＪＣＡＤ
１号機のデータを⽤いて、北極点近傍の海洋について昨年と今年の⽐較解析を⾏うこ
とにしています。
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